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“紫外線・高温” と
“白内障”

―― 	 �暑い夏は「目」にも注意を！ 	
紫外線や高温環境で白内障リスクが上昇

猛
暑
が
連
日
、
続
い
て
い
る
。
日
中

は
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
、
外
出
す

る
際
は
熱
中
症
対
策
に
努
め
た
い
。
加

え
て
意
識
し
た
い
の
が
、
紫
外
線
や
高

温
環
境
が
目
に
与
え
る
影
響
だ
。
金
沢

医
科
大
学
眼
科
学
講
座
主
任
教
授
の

佐
々
木
洋
医
師
に
よ
れ
ば
、
紫
外
線
や

高
温
環
境
は
目
の
病
気
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
と
い
う
。
大
人
へ
の
影
響
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
の
将
来
に
わ
た
る
目
の

病
気
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

近
年
、
子
ど
も
の
屋
外
活
動
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
近
視
対
策
に
な
る
と
の

研
究
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
目
の

病
気
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
紫
外

線
や
高
温
環
境
に
対
し
て
無
防
備
で
い

る
こ
と
は
避
け
た
い
。
今
、
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
を
佐
々
木
医
師
に
聞
い
た
。

金
沢
大
学
卒
業
後
、
自
治
医
科

大
学
、
米
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学

眼
研
究
所
を
経
て
、
１
９
９
６

年
に
金
沢
医
科
大
学
眼
科
へ
移

籍
。
２
０
０
５
年
に
同
科
教
授

就
任
。
国
内
外
で
紫
外
線
関
連

眼
疾
患
の
疫
学
調
査
を
行
う
、

白
内
障
の
臨
床
、
疫
学
、
基
礎

研
究
の
国
内
第
一
人
者
。「
特
定

非
営
利
活
動
法
人　

紫
外
線
か

ら
眼
を
守
る　

Ｅ
ｙ
ｅ
ｓ
Ａ
ｒ

ｃ
」理
事
長
を
務
め
、
東
電
福
島

第
一
原
発
緊
急
作
業
従
事
者
に

対
す
る
疫
学
的
研
究
、
電
波
ば

く
露
に
よ
る
眼
障
害
閾
値
に
関

す
る
研
究
に
も
従
事
。
国
際
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
基
準
策
定
に
も
寄

与
し
て
い
る
。

金沢医科大学 
眼科学講座主任教授

佐々木 洋 
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紫
外
線
が
目
に
悪
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
が

紫
外
線
レ
ベ
ル
の
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
行
っ

た
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
高

温
環
境
が
目
に
与
え
る
影
響
に
も
着
目
し
、
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紫
外
線
で
起
こ
り
や
す
く
な
る
代
表
的
な
目

の
病
気
と
し
て
、
10
歳
未
満
で
は
瞼け
ん

裂れ
つ

斑は
ん

、
20
歳

以
上
で
は
翼よ
く

状じ
ょ
う

片へ
ん

が
あ
り
ま
す
。
瞼
裂
斑
は
黒

目
の
両
側
の
白
目
に
で
き
る
黄
色
い
斑
点
や
隆
起

の
こ
と
。
ま
た
翼
状
片
は
黒
目
の
表
面
へ
白
目
の

組
織
が
侵
入
し
て
く
る
病
気
で
、
サ
ー
フ
ァ
ー
な

ど
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
私
た
ち
の
研
究

で
紫
外
線
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の

に
、
白
内
障
の
１
型
で
あ
る
核
白
内
障
が
あ
り
ま

す
。
紫
外
線
と
関
係
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の

で
す
が
、
紫
外
線
が
強
い
地
域
ほ
ど
核
白
内
障
が

多
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。

　

紫
外
線
と
目
の
病
気
に
関
す
る
調
査
・
研
究

を
始
め
た
の
は
１
９
９
６
年
、
自
治
医
大
か
ら
金

沢
医
大
に
移
っ
た
時
に
な
り
ま
す
。
紫
外
線
強
度

の
違
う
地
域
で
、
国
内
外
合
わ
せ
て
２
万
人
以
上

を
対
象
に
目
の
病
気
、
主
に
白
内
障
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
し
た
地
域
を
具
体
的
に
挙
げ
る

と
、
国
内
で
は
、
石
川
県
の
輪
島
市
門
前
町
、
鳳

珠
郡
穴
水
町
、
鳳
珠
郡
能
登
町
（
漁
師
さ
ん
が
対

象
）、
金
沢
市
・
内
灘
町
（
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
、

内
灘
小
中
高
生
、
大
学
生
が
対
象
）、
茨
城
県
の

大
洗
町
（
サ
ー
フ
ァ
ー
が
対
象
）、東
京
（
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
カ
ー
が
対
象
）、
奄
美
島
、
石
垣
島
（
小

中
学
生
が
対
象
）、
西
表
島
（
成
人
、
小
中
学
生

が
対
象
）。
こ
の
中
に
は
、
現
在
も
継
続
し
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
海
外
の

疫
学
調
査
の
地
域
と
し
て
は
、
96
年
、
２
０
０
１

年
、
08
年
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
、

97
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
04
年
に
中
国
の
瀋
陽
、

06
年
に
中
国
の
太
原
、
三
亜
、
09
〜
11
年
に
か
け

て
台
湾
、
14
年
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ム
ク
ラ
ン
ガ
で

す
。
実
は
、
高
温
環
境
が
目
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
紫
外
線
が
強
く

そ
の
程
度
が
同
等
な
2
地
域
を
選
び
、
1
カ
所
は

高
地
で
涼
し
い
地
域
、
も
う
1
カ
所
は
赤
道
に
近

い
低
地
で
非
常
に
暑
い
地
域
で
調
査
を
し
よ
う
と

ペ
ル
ー
に
行
く
予
定
を
立
て
て
い
た
の
で
す
が
、

渡
航
直
前
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
行
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
ペ
ル
ー
で
の
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
１
つ
の
調
査
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
人

種
が
変
わ
る
と
デ
ー
タ
に
ば
ら
つ
き
が
出
る
の

で
、
台
湾
の
台
中
、
中
国
の
太
原
、
同
じ
く
中
国

の
三
亜
に
住
む
漢
民
族
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
気

候
区
分
は
台
中
が
亜
熱
帯
で
紫
外
線
強
度（
平
均
）

が
２
１
３
J
／
㎡
、
太
原
が
乾
燥
帯
で
１
４
２

J
／
㎡
、
三
亜
が
熱
帯
で
２
３
３
J
／
㎡
に
な

り
ま
す
。
問
診
で
戸
外
活
動
に
関
す
る
項
目
、
年

代
別
の
戸
外
活
動
歴
、
眼
鏡
・
帽
子
の
使
用
状
況

を
聴
取
。計
算
式
で
、「１
日
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
」

「
生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
」
を
算
出
し
、
比
較
。

す
る
と
年
代
別
の
生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
は
、

ど
の
年
代
で
も
三
亜
が
突
出
し
て
多
く
、
台
中
と

太
原
で
は
顕
著
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

台
中
は
太
原
よ
り
紫
外
線
が
強
く
て
も
、
台

中
の
方
は
眼
鏡
を
か
け
て
い
た
り
、
外
に
出
る

時
間
が
短
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
環
境
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
や
目
の
紫
外
線
対
策
の

違
い
も
紫
外
線
被
ば
く
量
に
関
係
し
て
く
る
の
で

す
。
こ
の
三
都
市
の
デ
ー
タ
か
ら
、
年
齢
、
性
別
、

糖
尿
病
の
有
無
（
糖
尿
病
患
者
は
白
内
障
に
な
り

や
す
い
）、
眼
軸
長
（
眼
軸
の
長
い
強
度
近
視
の

人
は
白
内
障
に
な
り
や
す
い
）
を
調
整
し
、
生
涯

眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
と
白
内
障
５
病
型
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

中
高
齢
者
に
多
い
白
内
障
は
、
核
白
内
障
、

皮
質
白
内
障
、
後
嚢
下
白
内
障
、W

aterclefts

、

Retrodots

に
な
り
ま
す
。
石
川
県
門
前
町
の
70

4
ど
う
い
っ
た
結
果
が
出
た
の
で
し

ょ
う
か
？

5
紫
外
線
強
度
は
三
亜
、台
中
、太

原
の
順
番
で
強
く
、三
亜
と
台
中

で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な

い
。そ
し
て
太
原
は
台
中
よ
り
も

随
分
と
紫
外
線
強
度
が
弱
い
で
す

が
、生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量

は
必
ず
し
も
紫
外
線
強
度
に
準
じ

た
形（
三
亜
→
台
中
→
太
原
）と
な

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
？

6
白
内
障
５
病
型
の一つ
が
、前
述
の

核
白
内
障
で
す
ね
？

1
非
常
に
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
夏
は
目
に
も
気
を
つ
け
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

2
ま
ず
は
紫
外
線
が
目
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
か
ら
、お
話
い
た

だ
け
ま
す
か
？

3
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
調
査
を

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
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代
と
同
等
の
生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
を
１
と

し
、
そ
の
２
倍
、
３
倍
、
４
倍
の
群
と
、
白
内
障

の
５
型
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
解
析

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
紫
外
線
量
で
有
意
に
リ
ス

ク
が
上
が
っ
た
の
が
核
白
内
障
で
し
た
。
生
涯
眼

部
紫
外
線
被
ば
く
量
が
２
倍
に
な
る
と
オ
ッ
ズ

比
が
１
・
９
倍
、
３
倍
だ
と
７
・
98
倍
、
４
倍
だ

と
11
・
88
倍
、
核
白
内
障
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
紫
外
線
が
リ
ス
ク
と
考
え
ら

れ
て
き
た
皮
質
白
内
障
に
つ
い
て
は
、
紫
外
線
被

ば
く
量
の
多
い
水
晶
体
鼻
側
～
下
方
に
発
症
し
や

す
い
輪
状
皮
質
白
内
障
お
よ
び
一
部
の
楔
状
白
内

障
と
生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
に
有
意
な
相
関

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば

く
量
が
高
く

な
る
ほ
ど
リ

ス
ク
が
下
が

る
白
内
障
も

あ
り
ま
し
た
。

W
aterclefts

で
す
。

 　

白
内
障
は
水
晶
体
が
濁
る
病
気
で
す
。
し
か

しW
aterclefts

は
水
晶
体
が
透
明
で
、
透
明
水

晶
体
の
Ｙ
字
縫
合
と
い
う
部
分
が
開
裂
し
、
そ
の

部
位
の
水
晶
体
の
屈
折
力
が
低
下
す
る
た
め
不
正

乱
視
が
増
加
し
視
力
が
低
下
し
ま
す
。
戸
外
活
動

が
少
な
く
紫
外
線
被
ば
く
が
少
な
い
50
〜
60
代
で

発
症
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
読
書
、

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
な
ど
過
剰
な
調
節
・
近
方
作
業
で
Ｙ

字
縫
合
に
負
荷
が
か
か
り
、
開
裂
を
生
じ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。W
aterclefts

は
進
行
す
る
と
内

部
に
混
濁
を
生
じ
、
皮
質
白
内
障
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
皮
質
白
内
障
に
はW

aterclefts

か

ら
発
症
す
る
車
軸
状
皮
質
白
内
障
とW

aterclefts

と
は
関
係
な
く
発
症
す
る
輪
状
皮
質
白
内
障
、
ど

ち
ら
の
タ
イ
プ
も
あ
る
楔
状
皮
質
白
内
障
の
３
病

型
が
あ
り
ま
す
。W

aterclefts

か
ら
発
症
す
る
車

軸
状
皮
質
白
内
障
、
楔
状
白
内
障
は
紫
外
線
被
ば

く
量
の
少
な
い
人
で
発
症
し
や
す
い
と
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
ね
。
核
白
内
障
は
水
晶
体
が
硬
く

な
る
の
で
、
同
じ
く
水
晶
体
の
硬
化
で
起
こ
る
老

眼
は
核
白
内
障
の
前
駆
状
態
と
考
え
て
よ
い
で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
紫
外
線
を
た
く
さ
ん
浴
び
る
と
、

早
く
老
眼
症
状
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
が
高
い
ほ
ど
核

白
内
障
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
老
眼
も
早
く
発

症
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
紫
外
線

を
た
く
さ
ん
浴
び
て
い
る
と
、
当
然
な
が
ら
生
涯

眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
が
高
く
な
り
ま
す
か
ら
、

白
内
障
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
瞼
裂
斑
は
小
学
生
か
ら
発
症
し
、
有
病
率
は

紫
外
線
強
度
と
相
関
し
ま
す
。
肉
眼
で
は
観
察
が

難
し
い
初
期
瞼
裂
斑
を
検
出
で
き
る
紫
外
線
蛍
光

撮
影
法
を
用
い
て
石
川
県
の
内
灘
、
西
表
島
、
石

垣
島
、
台
北
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
小
学
生
の
瞼
裂
斑

の
有
病
率
を
調
べ
る
と
、
内
灘
が
１
・
８
％
、
西

表
島
が
30
・
７
％
、
石
垣
島
が
21
・
６
％
、
台
北

が
２
・
７
％
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
が
83
・
６
％
。
な
お

紫
外
線
強
度
は
、
内
灘
を
１
と
し
た
場
合
、
西
表

島
、
石
垣
島
、
台
北
が
１
・
６
倍
で
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
が
２
・
１
倍
で
す
。
す
で
に
触
れ
て
い
る
通
り
、

紫
外
線
強
度
に
加
え
、
屋
外
活
動
の
多
少
、
眼
鏡

や
帽
子
の
使
用
頻
度
が
眼
部
紫
外
線
被
ば
く
量
に

関
係
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
紫
外
線
強
度
で
も
、

瞼
裂
斑
の
有
病
率
に
差
が
出
て
き
ま
す
。

　

西
表
島
在
住
の
40
歳
以
上
の
人
を
「
高
校
ま

で
沖
縄
在
住
（
＝
子
ど
も
の
頃
か
ら
紫
外
線
強
度

7W
aterclefts

は
ど
う
い
う 

白
内
障
で
す
か
？

8
紫
外
線
を
た
く
さ
ん
浴
び
て
い
る

と
白
内
障
に
な
り
や
す
い
。そ
の

リ
ス
ク
が
上
が
る
白
内
障
と
は
核

白
内
障
、そ
し
てW

aterclefts

を
合
併
し
て
い
な
い
皮
質
白
内
障

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

9
佐
々
木
先
生
は
、
子
ど
も
が
紫

外
線
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
る
目

の
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
？

10
白
内
障
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
紫
外
線
被

ば
く
量
に
注
意
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

白内障５病型とは

核白内障
水晶体の中心が硬くなり、徐々に
黄色く濁っていくタイプ。初期では
症状が出にくい。

皮質白内障
水晶体の周りの皮質から白く濁る。
濁りが水晶体の中央部分に到達す
ると、かすみなど自覚症状が出る。

後嚢下白内障
水晶体の後ろにある後嚢という膜
から濁り始めるタイプ。初期から症
状が現れ、進行が早い。

Waterclefts 混濁が軽い割には、視力低下が進
みやすい。

Retrodots 視力は良好でも、2重3重にだぶっ
て見える。

スリットランプで見た白内障の目。
写真：EyeMD /CC BY-SA 3.0
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が
強
い
地
域
で
過
ご
し
て
い
る
）の
沖
縄
出
身
群
」

と
「
20
代
以
降
に
沖
縄
に
移
住
し
た
移
住
群
」
に

分
け
、
翼
状
片
の
有
病
率
を
比
較
し
ま
し
た
。
翼

状
片
は
紫
外
線
を
よ
く
浴
び
る
成
人
に
多
い
目
の

病
気
で
す
。
成
人
後
の
紫
外
線
被
ば
く
量
は
両
群

で
顕
著
な
差
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖

縄
出
身
群
の
翼
状
片
の
発
症
リ
ス
ク
は
移
住
群
の

６
・
15
倍
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
子
ど
も
の
頃
の
紫
外
線
被
ば
く
が
非
常
に
関

係
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
で
は
、
白
内
障
（
核

白
内
障
）
は
、
と
な
る
と
、
沖
縄
出
身
群
で
の
発

症
リ
ス
ク
は
移
住
群
の
８
・
67
倍
で
し
た
。
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
よ
う
な
紫
外
線
強
度
の
強
い
地
域
に
住

ん
で
い
な
く
て
も
、
日
本
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
大
量
の
紫
外
線
を
浴
び
る
と
、
将
来
、

翼
状
片
や
白
内
障
に
な
る
リ
ス
ク
は
高
く
な
る
の

で
小
児
期
の
紫
外
線
対
策
は
き
わ
め
て
重
要
で

す
。

 　

目
へ
の
紫
外
線
の
カ
ッ
ト
率
は
日
傘
で
10

〜
30
％
、帽
子
で
20
〜
70
％
、眼
鏡
で
50
〜
95
％
、

サ
ン
グ
ラ
ス
で

50
〜
98
％
、
帽

子
と
サ
ン
グ
ラ

ス
で
95
〜
99
％

と
な
り
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も

も
、
帽
子
や
眼

鏡
、
サ
ン
グ
ラ

ス
な
ど
で
紫
外

線
対
策
を
す
る

べ
き
。
翼
状
片
の
リ
ス
ク
は
眼
鏡
不
使
用
で
３
・

２
倍
、
サ
ン
グ
ラ
ス
不
使
用
で
５
・
４
倍
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。
最
良
の
紫
外
線
対
策
は
、

紫
外
線
カ
ッ
ト
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
す
。

サ
ン
グ
ラ
ス
は
前
方
か
ら
の
紫
外
線
は
カ
ッ
ト

で
き
ま
す
が
、
レ
ン
ズ
と
顔
の
隙
間
、
特
に
耳

側
か
ら
差
し
込
む
紫
外
線
は
防
御
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
点
、
紫
外
線
カ
ッ
ト
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
な
ら
、
黒
目
全
体
と
瞼
裂
斑
や
翼
状
が
で
き

る
黒
目
の
両
脇
の
白
目
も
カ
バ
ー
す
る
の
で
対

応
で
き
ま
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ら
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
お
子
さ

ん
も
使
い
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

核
白
内
障
の
有
病
率
を
比
較
す
る
と
、
平
均

気
温
が
高
い
地
域
で
は
、
そ
う
で
は
な
い
地
域
と

比
べ
て
有
病
率
が
高
い
で
す
。
例
え
ば
平
均
気
温

が
27
・
１
度
の
中
国
・
三
亜
で
は
60
代
の
核
白
内

障
の
有
病
率
が
72
・
１
％
で
す
が
、
平
均
気
温
９
・

６
度
の
中
国
・
瀋
陽
は
８
・
６
％
で
す
。

　

外
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
水
晶
体
の
温
度
も

上
昇
し
ま
す
。
太
陽
光
ば
く
露
な
し
の
場
合
で
、

外
気
温
40
度
の
時
に
水
晶
体
の
核
部
が
37
・
５
度
、

太
陽
光
ば
く
露
が
あ
る
と
さ
ら
に
０
・
５
度
上
昇

し
ま
す
。
水
晶
体
の
温
度
が
上
が
る
こ
と
で
タ
ン

パ
ク
質
の
変
性
が
起
こ
り
、
白
内
障
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
２
６
０
万

人
の
診
療
デ
ー
タ
を
も
と
に
解
析
し
た
研
究
で

は
、
熱
中
症

歴
が
な
い
人

で
の
５
年
で

の
白
内
障
発

症
率
は
60
代

で
５
・
３
％

だ
っ
た
の
に

対
し
、
熱
中

症
歴
あ
り
で

は
22
％
で
し

た
。
体
温
調

節
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
発
症
す
る
熱
中
症
は
、
体
内
の
深
部

温
度
が
一
気
に
上
昇
し
ま
す
。
水
晶
体
の
温
度
も

深
部
温
度
と
同
程
度
ま
で
上
昇
す
る
た
め
短
時
間

で
水
晶
体
は
熱
に
よ
る
損
傷
を
受
け
ま
す
。
つ
ま

り
、
熱
中
症
対
策
は
、
白
内
障
予
防
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
な
お
、
紫
外
線
が
白
内
障
リ
ス
ク
を
上

げ
る
と
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
核
白
内
障
に
関
し

て
は
高
温
環
境
の
影
響
が
紫
外
線
の
影
響
を
上
回

り
ま
す
。

 　

ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

状
況
で
、
眼
科
医
で
あ
っ
て
も
紫
外
線
や
高
温

対
策
に
熱
心
な
方
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
紫
外
線

カ
ッ
ト
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
眼
鏡
、
サ
ン
グ

ラ
ス
を
用
い
る
こ
と
が
い
か
に
目
の
健
康
を
守
る

か
、
今
後
も
積
極
的
に
発
信
し
、
認
知
度
を
高
め

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

12
高
温
環
境
と
目
の
病
気
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

13
な
ぜ
高
温
環
境
が
白
内
障
リ
ス

ク
を
高
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？

11
ど
の
よ
う
な
紫
外
線
対
策
が

必
要
で
す
か
？

14
紫
外
線
や
高
温
環
境
が
目
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、昨
今
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
か
？


